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｢

喜
々
快
々｣

に
学
ぶ

高
畑
名
誉
会
長(

著)

｢

喜
々
快
々｣

よ
り

会
報
ナ
ル
ク
２
０
０
６
年
３
月
掲
載(

全
文)

ナ
ル
ク
を
起
ち
上
げ
た
の
が
12
年
前
の

４
月
20
日
。
朝
日･

読
売･

毎
日
の
各
紙
が

大
き
な
記
事
で
紹
介
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

全
国
か
ら
の
入
会
者
が
ま
も
な
く
７
０
０

人
を
超
え
る
に
至
っ
た
。
最
小
行
政
単
位

毎
に
会
員
が
20
人
以
上
に
な
っ
た
ら
拠
点

を
設
立
す
る
と
の
方
針
に
沿
っ
て
、
そ
の

年
の
７
月
に
先
ず
大
阪
拠
点｢

い
ち
ょ
う

の
会｣

が
生
ま
れ
た
。

▼
幸
い
な
こ
と
に
南
久
宝
寺
町
の｢

寺
内｣

と
い
う
会
社
の
社
長
が
事
務
所
を
無
償
貸

与
し
て
く
だ
さ
っ
た
が
、
最
初
の
う
ち
は

電
話
一
つ
か
か
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
辛
抱
強
く
事
務
所
当
番
を
続
け
る
こ

と
３
ヶ
月
あ
ま
り
、
よ
う
や
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
依
頼
が
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

▼
そ
の
初
期
の
頃
か
ら
活
動
を
続
け
て
き

た
の
が
宮
崎
都
紀
子
さ
ん
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
か
ら
頼
ま
れ
て
断
っ
た
た
め
し
が
な

い
熱
心
さ
で
、
た
ま
っ
た
預
託
時
間
が

３
１
６
０
時
間
と
、
全
国
第
２
位
。｢

で

き
れ
ば
使
わ
な
い
で
、
人
様
に
迷
惑
を
か

け
ず
に
人
生
を
終
わ
り
た
い｣

と
漏
ら
し

て
い
た
が
、
１
月
16
日｢

望
み
通
り
の
人

生｣

を
終
え
た
。
少
し
早
か
っ
た
気
も
す

る
が
、
享
年
71
歳
。

▼
葬
儀
で
娘
さ
ん
が｢

ひ
と
り
暮
ら
し
の

母
で
し
た
が
、
ナ
ル
ク
で
活
動
し
た
お
陰

で
充
実
し
た
人
生
を
送
れ
た
と
思
い
ま
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
い
っ
ぱ
い
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

予
定
の
丸
印
を
つ
け
て
い
た
母
を
尊
敬
し

て
い
ま
す｣

と
挨
拶
さ
れ
た
時
に
は
、
列

席
の
ナ
ル
ク
の
全
員
が
涙
し
た
。

★
高
畑
名
誉
会
長
を
偲
び
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
変
革
期
の
今
、

時
宜
に
適
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

(

事
務
局)

◎時間預託提供活動

時 間 ７５時間

提供者 ２０人
利用者 １８人

◎奉仕活動

時 間 ９５時間

提供者 ３５人
◎会員数 入会 ３世帯３人

退会 ２世帯３人

◎月末会員数 １７８世帯

２２８人

２月度 会員動向
★｢

運

営
委

員
会｣

日
時
：
４
月
11
日(

土)

14
時
～
16
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

次
期
運
営
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
先
ず

は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
さ
れ
て

は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

★｢

第
12
回
定
時
総
会｣

日
時
：
６
月
６
日(

土)

10
時
～
12
時

場
所
：
産
業
創
造
館･

５
階

定
時
総
会
は
昨
年
度
の
総
括
と
今
年
度

の
活
動
方
針
を
決
定
す
る
場
で
す
。
更

に
、
大
阪
南
拠
点
と
の
統
合
を
決
定
す

る
大
切
な
総
会
で
す
。
ぜ
ひ
多
数
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
伴
い
、

拠
点
の
行
事
や
活
動
は
内
容
に
よ
り
延

期
又
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

｢

高
畑
敬
一
名
誉
会
長

お
別
れ
の
会｣

延
期

３
月
31
日(

火)

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

「
高
畑
名
誉
会
長
お
別
れ
の
会
」
は
、
延
期

さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
た
時
点

で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。



行
事参

加
報
告
１

尾
崎

弓
子

２
月
13
日(

木)

、
朝
９
時
半
、

南･

北
拠
点
14
名
が
地
下
鉄
南
森

町
駅
に
集
合
。
昨
夜
か
ら
の
雨

も
あ
が
り
、
暖
か
い
春
の
よ
う

な
日
差
し
の
中
、
楽
し
い
気
分

で
皆
様
と
造
幣
局
ま
で
歩
き
ま

し
た
。

造
幣
局(

本
局)

の
工
場
見
学

で
は
造
幣
局
に
関
す
る
説
明
や

実
際
に
貨
幣
を
製
造
し
て
い
る

の
を
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
学
し
ま

し
た
。
働
い
て
い
る
人
は
少
な

く
、
製
造
レ
ー
ン
も
一
本
位
し

か
稼
働
し
て
い
な
か
っ
た
で
す
。

最
近
は
消
費
税
が
変
わ
っ
た

こ
と
や
、
買
い
物
も
カ
ー
ド
支

払
い
等
の
影
響
で
貨
幣
の
使
用

が
減
少
し
始
め
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
の
た
め
海
外
か
ら
の
貨

幣
の
製
造
の
注
文
を
受
け
て
造

幣
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

時
代
の
変
化
を
感
じ
ま
し
た
。

現
在
、
大
阪
造
幣
局
で
は
私

達
が
普
段
使
用
し
て
い
る
貨
幣
、

一
円
、
五
円
、
十
円
、
五
十
円
、

百
円
、
五
百
円
を
製
造
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
そ
の
他
、
記
念

貨
幣
や
勲
章
等
の
製
造
は
、
広

島
支
局
、
さ
い
た
ま
支
局
の
造

幣
局
で
そ
れ
ぞ
れ
製
造
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

博
物
館
で
は
、
本
物
の
大
判
、

小
判
の
古
銭
を
見
た
り
、
大
き

な
金
塊
を
直
に
触
っ
た
り
、
一

円
玉
、
五
百
円
玉
の
箱
詰
め
さ

れ
た
箱
を
持
ち
上
げ
あ
り
、
普

段
体
験
で
き
な
い
こ
と
が
出
来

て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
後
、
造
幣
局
を
出
て
Ｏ

Ａ
Ｐ
の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
レ
ス
ト

ラ
ン
で
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。

料
理
は
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
、

皆
様
と
楽
し
く
、
美
味
し
い
料

理
を
い
ろ
い
ろ
頂
き
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
バ
ー
も
あ
り
、
お
昼
か

ら
、
こ
ち
ら
も
一
杯
い
た
だ
き

ま
し
た
。

貨
幣
の
こ
と

を
学
び
、

ま

た
皆
様
と
食
事
を
し
な
が
ら
の

お
し
ゃ
べ
り
も
堪
能
し
、
と
て

も
楽
し
い
会
で
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

参
加
報
告
２

峯
本

明
子

２
月
13

日(

木)

、
大
阪
造

幣
局
工
場
と
博
物
館
の
見
学
に

参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

大
阪
造
幣
局
敷
地
内
の
桜
の

通
り
抜
け
に
は
、
何
度
か
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
工
場

内
、
博
物
館
内
の
見
学
は
初
め

て
で
し
た
。

最
初
に
工
場
の
見
学
で
す
。

ガ
ラ
ス
張
り
の
通
路
側
か
ら
貨

幣
の
製
造
工
程
の
見
学
で
す
が
、

ほ
と
ん
ど
機
械
に
よ
る
作
業
で

人
の
姿
は
ま
ば
ら
で
機
械
も
ほ

ん
の
少
し
し
か
稼
働
し
て
い
な

い
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
大
阪

造
幣
局
は
一
円
か
ら
五
百
円
硬

貨
を
製
造
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

続
い
て
博
物
館
に
移
動
し
て

見
学
。
現
在
流
通
し
て
い
る
貨

幣
や
古
く
に
使
わ
れ
て
い
た
古

銭
、
小
判
、
大
判
な
ど
。
ま
た
、

世
界
各
国
の
珍
し
い
コ
イ
ン
な

ど
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
た
く
さ

ん
陳
列
さ
れ
て
い
て
思
わ
ず
見

入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
て

も
見
る
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。

見
学
後
、
大
川
沿
い
を
歩
い

て
Ｏ
Ａ
Ｐ
で
楽
し
く
昼
食
を
い

た
だ
き
有
意
義
な
充
実
し
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

行
事

実
施
報
告

会
員
同
士
が
気
軽
に
集
え
る
よ

う
に
企
画
し
た
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ク

ラ
ブ
は
、
３
月
19
日(

木)

13
時
半

か
ら
参
加
者
４
名
で
開
催
。

話
題
は
、
①
新
規
の
利
用
会
員

Ｆ
さ
ん
の
、
利
用
内
容
と
支
援
方

法
、
②
利
用
会
員
Ｙ
さ
ん
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及
び
窓
口
担
当
交

代
の
件
、
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成

金
の
申
請
に
つ
い
て
、
が
主
で
し

た
。
永
田
さ
ん
お
手
製
の｢

マ
ー

マ
レ
ー
ド
ケ
ー
キ｣

(

材
料
：
米
粉

･

卵･

砂
糖
と
、
ラ
ム
酒
で
割
っ
た

マ
ー
マ
レ
ー
ド)

を
皆
で
美
味
し

く
頂
き
ま
し
た
。
次
回
は
５
月
21

日(

木)

で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(

事
務
局)

新
わ
く
わ
く
街
中
散
策

大
阪
造
幣
局
見
学

工場には見学用の特別の廊下

が設けられ、ガイドさんが説

明しながら案内。

造幣博物館

第
３
回

フ
レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ
ブ

造幣局の桜の通り抜け

500円貨幣の偽造防止技術

新型コロナウイルスの影響で参加者４名です

検査に合格した貨幣は厳重に

計数し袋詰めし貨幣の種類別

色違い封緘具で封印。500円

袋は2000枚入り、重量14kg



四
方
山
話

稲
本

祐
二

｢

副
社
長
、
こ
れ
が
、
か
ら
く

り
な
ん
や
！
こ
ん
な
ん
見
た
ん

初
め
て
や
！
す
ご
い
な
ぁ
！｣

｢

童
子
が
翁
に
変
わ
っ
た
や
ん
！｣

｢

壺
の
中
か
ら
龍
神
が
出
て
き
た

で
！｣

｢

扇
笠
姿
の
あ
で
や
か
な

美
女
が
一
瞬
に
獅
子
に
変
身
し

た
や
ん
！｣

と
我
が
家
の
社
長
が

大
感
激
、
大
興
奮
。｢

高
山
祭｣

の
ハ
イ
ラ
イ
ト｢

か
ら
く
り
奉
納｣

に｢

三
番
叟｣｢

龍
神
台｣｢

石
橋
台｣

三
台
の
屋
台
が
御
旅
所
前
に
勢

ぞ
ろ
い
し
て
、
鮮
や
か
な
早
変

わ
り
な
ど
人
形
た
ち
の
華
麗
な

演
舞
を
、
綱
方
た
ち
が
見
事
な

綱
さ
ば
き
だ
。
平
成
31
年
４
月

15
日(

月)

、
岐
阜
県
飛
騨
の｢

高

山
祭
、
春
の
山
王
祭｣

。
さ
す
が
、

日
本
の
三
大
曳
山
の
見
事
さ
を

見
せ
て
貰
い
ま
し
た
。

｢

上
三
之
町｣

な
ど
の
古
い
町

並
み
は
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ

う
に
、
飛
騨
牛
の
店
や
造
り
酒

屋
さ
ん
や
飛
騨
工
芸
品
の
お
店

が
狭
い
路
地
に
軒
を
並
べ
、
情

緒
満
点
。｢

飛
騨
牛
の
串
焼
き
、

や
っ
ぱ
り
一
味
ち
ゃ
う
わ
！｣

｢

副
社
長
、
み
た
ら
し
団
子
も
外

さ
れ
へ
ん
で
！
」｢

試
飲
も
新
鮮

や
か
ら
美
味
し
い
わ
。
副
社
長

は
運
転
や
か
ら
、
飲
ん
だ
ら
ア

カ
ン
で｣

。
こ
の
時
期
、
て
っ
せ

ん
の
花
が
多
か
っ
た
の
も
印
象

的
で
し
た
。

ま
た
、
御
巡
幸
も
古
式
伝
統

に
則
り
、
獅
子
舞
が
各
店
先
で

舞
い
、
そ
の
後
ろ
を
雅
楽
を
奏

で
た
闘
鶏
楽
屋
台
と
約
三
百
名

の
裃
姿
の
伝
統
装
束
を
身
に
ま

と
っ
た
警
護
人
の
行
列
は
、
荘

厳
な
雰
囲
気
だ
。
国
の
重
要
有

形
民
俗
文
化
財
の
屋
台
十
一
台

が
登
場
す
る｢

屋
台
曳
き
揃
え｣

も
豪
華
絢
爛
そ
の
も
の
。｢

副
社

長
！
あ
ん
た
の
精
進
が
悪
い
か

ら
、
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
、
夜
祭

が
雨
で
見
れ
ん
か
っ
た
ん
は
残

念
や
っ
た
な｣

そ
れ
に
し
て
も
、

す
ご
い
人
出
。｢

何
で
ま
た
、
こ

ん
な
に
外
人
が
多
い
ん
や
？

特

に
白
人
が
、
め
っ
ち
ゃ
多
い
や

ん
！｣

。
浄
土
真
宗
高
山
本
願
寺

の
境
内
が
、
外
人
観
光
客
用
大

型
バ
ス
の
駐
車
場
。
バ
ス
20
～

30
台
連
ね
て
、
何
と
20
泊
～
30

泊
の
日
本
全
国
名
所
ツ
ア
ー
が

多
い
ら
し
い
。
高
山
の
ホ
テ
ル
、

旅
館
、
軒
並
み
満
室
。
私
も
、

高
山
郊
外
の
民
宿
が
や
っ
と
予

約
出
来
た
よ
う
な
始
末
。

帰
途
、
標
高
千
メ
ー
ト
ル
の

奧
美
濃｢

満
天
の
湯｣

を
満
喫
し
、

長
良
川
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
私

の
大
好
物｢

明
宝
ハ
ム｣

と
郡
上

八
幡
名
物｢

黒
ニ
ッ
キ
飴｣

を
買

い
求
め
、

満
足
！
満
足
！

失
礼
し
ま
し
た
！

本年の「会報１月号」第１面の神野会長メッセージ｢大阪北拠点に期待する」に啓発され、他拠点の情報

を得る手段の一つとして、他拠点の会報を本棚に展示することにしました。

事務所の本棚の上段左に、写真のような、ピンクの会報ファイルを置いています。ぜひ、ご覧ください。

他拠点の会報、本棚に！

北海道から九州まで、地方別にファイル しています

豪
華
絢
爛

「
高
山
祭
、
山
王
祭
」

｢三番叟｣｢龍神台｣｢石橋台｣に

よる、｢からくり奉納｣

｢祭屋台の曳き揃え｣：国の

重要有形民俗文化財の屋台

11台が豪華絢爛な姿をみせる



★｢

春
の
ぶ
ら
り
ウ
オ
ー
ク｣

は
中
止

４
月
３
日(

金)

に
予
定
し
て
い
ま
し
た｢

山
中
渓(

や

ま
な
か
だ
に)

駅
周
辺｣

で
の
お
花
見
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
中
止
し
ま
す
。

★｢

第
24
回

群
青｣

日
本
画
展

日
時
：
４
月
６
日(

月)

～
12
日(

日)

11
時
～
18
時

(

た
だ
し
、
最
終
日
は
17
時
ま
で)

場
所
：｢

わ
な
か
ビ
ル｣

(

日
本
橋
駅
５
番
出
口
か
ら)

備
考
：
南
拠
点
の
島
津
光
男
さ
ん
が
出
展
さ
れ
ま
す
。

お
詫
び
：
３
月
号
で
は
日
程
を
誤
っ
て
お
り
ま
し
た
。

★｢

大
阪･

北
摂
エ
リ
ア
拠
点
連
絡
会｣

は
延
期

４
月
20
日(

月)

に
予
定
の
連
絡
会(

豊
中･

池
田
拠
点

担
当)

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

★｢

大
阪
城
公
園
ク
リ
ー
ン
作
戦｣

｢

ナ
ル
ク
デ
ー(

ナ
ル
ク
設
立
日
の
４
月
20
日)

｣

に
因

み
、
４
月
20
日
の
週(

ナ
ル
ク
ウ
イ
ー
ク)

に
実
施
し

ま
す
。(

ナ
ル
ク
デ
ー
の
設
立
主
旨
は
会
報
３
月
号
を
参
照)

日
時
：
４
月
23
日(
木)
、
９
時
50
分
～
12
時

集
合
：
青
屋
門
前(

大
阪
城
ホ
ー
ル
南
側
道
路
付
近)

申
込
：
拠
点
事
務
所[

４
月
20
日(

月)

ま
で
に]

天
気
：
雨
天
延
期[

４
月
30
日(
木)

へ]

★｢

空
堀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
会
い
市｣

日
時
：
７
月
12
日(

日)

時
間
：
10
時
～
15
時

場
所
：
空
堀
商
店
街

備
考
：
例
年
５
月
開
催
で
す
が
今
年
は
７
月
で
す
。

■
健
康
麻
雀
初
級

教
室

日
時
：
４
月
４
日(

土)

、
４
月
25
日(

土)

５
月
２
日(

土)

、
13
時
半
～
16
時
半

場
所
：
拠
点
事
務
所

□
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

同
好
会

日
時
：
４
月
４
日(

土)

、
４
月
18
日(

土)

５
月
２
日(

土)

、
13
時
～
18
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

□
水
き
り
絵

同
好
会

日
時
：
４
月
９
日(

木)

、
13
時
半
～
15
時
半

場
所
：
拠
点
事
務
所

□
手
編
み

同
好
会

日
時
：
４
月
15
日(

水)

、
14
時
～
16
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

□
絵
手
紙

同
好
会

日
時
：
４
月
20
日(

月)

、
14
時
～
16
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

□
カ
ラ
オ
ケ

同
好
会

４
月
、
５
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

□
俳
句

同
好
会

俳
句
同
好
会
は
、
高
田
敏
雄
先
生
の
ご
都
合
も
あ
り
、

３
月
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

同
好
会
の
皆
様
に
は
、
毎
月
会
報
に
ご
投
句
い
た
だ

き
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教
室･

同
好
会

ご
案
内

催
事

ご
案
内

絵手紙 (岩佐 康男）

写
真
は
、
２
０
１
０
年
４
月
５
日
、｢

春
の
ぶ
ら
り

ウ
オ
ー
ク｣
で
、
淀
川
河
川
公
園･

背
割
堤
の
桜
を
観
に

行
っ
た
と
き
の
も
の
で
す
。
今
年
は
不
要
不
急
の
外
出

を
控
え
、
お
花
見
は
Ｎ
Ｇ
。
せ
め
て
10
年
前
の
お
花
見

の
写
真
で
バ
ー
チ
ャ
ル
の
お
花
見
を
楽
し
ん
で
み
ま
し
ょ

う
。来

年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
問
題
も
解
決

し
て
、
こ
の
よ

う
に
大
勢
で

お
弁
当
を
楽
し

め
た
ら
良
い
で

す
ね
！ 紙

面
で
楽
し
む

春
の
ぶ
ら
り
ウ
オ
ー
ク


